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学校訪問の様子を公開しています 教育長や教育委員会の職員が訪問した学校の様子を随時区ホームページで公開してい
ます。ぜひご覧ください。スマートフォン・携帯電話で読み取り、区ホームページへ

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

■教科に関する調査の結果
【全国平均正答率との比較】
　板橋区の平均正答率について全国と比較し
ました。令和６年度は、小学校は、全国平均
と比較して、国語2.3ポイント・算数3.6ポイ
ント上回り、全国を超える結果となりまし
た。（下記の表参照）
　中学校は、全国平均と比較して、国語1.9
ポイント、数学は3.5ポイント上回りました。
各教科の分析は以下のとおりです。
・�中学校は無解答の割合が全国平均より低い
傾向から、若干の改善傾向が見られる。

・�小・中学校ともに、国語では、板橋区で課
題としていた、条件に合わせて自分の考え
を記述する問題の平均正答率が、全国や東
京都より高かった。

・�小学校算数では、「直径22cmのボールがぴ
ったり入る箱の体積を求める式を書く」問
題の正答率が低い傾向にある。

・�中学校数学では、全体的に記述式問題の無
解答率が高く、また、三角形の合同を基に
して図形の性質を証明する問題の正答率が
低い傾向にある。

■学力の定着・向上に向けた学校の取組
【「板橋区　授業スタンダード」の徹底】
　区立小中学校では、「板橋区　授業スタン
ダード」に基づく授業を全校で実施していま
す。「①学習課題・めあての設定⇒②児童・
生徒が自力で問題解決⇒③考えを共有し、集
団で問題解決⇒④まとめ・振り返り」という
基本の授業の流れに沿って授業を進めるとと
もに、児童・生徒自身がその学びのプロセス

を自分の力として身に付けることをめざしま
す。
　また、課題の解決に向けて児童・生徒が必
要だと感じた時に一人一台端末を活用した
り、友達の考えを参考にしたりできるような
学習の工夫が必要であると考えています。
【小中一貫教育に向けた取組】
　22の学びのエリア（中学校区）の小中学校で
全国学力・学習状況調査の結果を共有し、９
年間を通して学力の定着・向上をめざしま
す。小学校と中学校の授業の進め方等のギャ
ップを解消し、「板橋区　授業スタンダード」
を基に「読み解く力の育成」の視点を取り入れ
た授業革新を進め、児童・生徒が「生涯にわ
たって自ら学び続ける力」を育成します。
■学力と生活習慣等との関係
　教科に関する学力についての調査結果と、
児童・生徒質問紙における回答結果との関連
が大きい生活習慣や学習習慣等は以下のとお
りです。
＜生活習慣等＞
○�毎日、同じくらいの時間に寝て、起きてい
ること。

○�１日当たりのテレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマ
ートフォンを使ったゲー
ムも含む）、SNS、動画
視聴をする時間が少ない
こと。

○�自分のよさが分かってい
ること。

○�自分と違う意見について

考えるのは楽しいと思うこと。
○�地域や社会をよくするために何をすべきか
考えること。

＜学習習慣等＞
○�分からないことや詳しく知りたいことがあ
ったときに、自分で学び方を考え、工夫す
ること。

○�授業において、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組むこと。

○�授業において、友達と話し合い、自分の考
えを深めたり、広げたりできること。

○�授業で学習した内容を振り返り、次につな
げていること。

○�授業で学んだことを他の学習で生かすこ
と。

○�生活をよりよくするために学級会で話し合
い、互いの意見のよさを生かして解決方法
を決めること。

　学力の定着・向上や、児童・生徒が生涯に
わたって自ら学び続ける力を育成するために
は、学校での学びに加え、家庭や地域との連
携も必要だと考えています。引き続き、学校
とともに児童・生徒の豊かな成長を見守り、
支えてくださいますよう、お願いします。

～令和６年度　全国学力・学習状況調査の結果と今後の取組について～
確かな学力の定着・向上、生涯にわたって自ら学び続ける力の育成をめざしていきます

　令和６年４月、全国の小学校第６学年と中学校第３学年の児童・生徒を対象に、全国学力・学習状況調査が実施されました。
　今年度も国語、算数・数学の調査を実施しました。

　「いたばし　学級活動の日」を定め、学校、地域、保護者が協力し
て、子どもたちが主体的に考え実践していく取組を始めて３年目と
なりました。今年度は１月18日（土）に区立全小中学校の全学級で
「話合い」の授業を公開します。
※�一部学校によって実施日が異なります。詳細は
各学校にお問い合わせください。
■学級や学校をよりよくするために話し
合う
　話し合う内容は、主に学級や学校の課
題に関することです。昨年度は、「なか
よし会を開こう」「小学校に恩返しをしよ
う」「最上級生に向けて、よりよい学年を
めざそう」等の議題で話合いを行いまし
た。参観した保護者や地域の方からは、
学級活動を通じて、将来社会に出てから
も役立つ力を身に付けてほしいという願
いが感じられました。

昨年度の「いたばし　学級活動の日」を参観した保護者・地域の方の
感想
○�低学年には難しいから無理だと取り組まないのではなく、年齢なりのチャ
レンジから得られるものは大きいと感じました。経験を積み重ねていくこ
とによって、将来社会に出た時にも、遠慮することなく活発に意見交換で
きる人材が育っていくことに期待がもてると思います。
○�会社での会議を見ているようでした。司会が目的や決めること、時間など
をしっかりと話し、参加者も自分の意見の理由をしっかりと説明できてい
ました。
○�スマホやPCなどの通信機器が発達して便利なことも増えてきたけれど、
顔を付き合わせて声を出して話し合いをするという機会は、人間関係を
つくる上でとても重要だと思います。相手の目を見て話す、相手の話を聞
く、という基本を忘れずにより良い人間関係を築いてほしいと思います。

　今年度も、授業の様子を保護者や地域の方に公開します。子ども
たちが主体の活動であるため、うまく意見がまとまらないこともあ
るかもしれませんが、学校、保護者、地域が子どもたちにどのよう
に育っていってほしいかを共に考える機会にしていきます。

問　合
指導室　☎3579 ‐ 2643

いたばし学級活動の日いたばし学級活動の日 ～子どもたちの明日を拓く学級活動～ 問　合 指導室　☎3579 ‐ 2643


